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地
域
力
を
総
合
し
た
防
災
力
向
上
の
た
め

災

害

時

要

援

護

者

対

策

事

業

に

　

老

人

会

等

の

活

用

の

考

え

は

重

要

な

支

援

者

に

　

な　

る　

と　

考　

え　

て　

い　

る

ダストボックス置場跡地への
不 法 投 棄 対 策 は

不法投棄防止等対策本部での取組等
適 切 に 対 応 し て い く

市 農 業 振 興 計 画
　どのように推進していくのか

検 討 協 議 会 を 設 置 し
事業実施計画の検討を進めたい

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

地

域

通

貨

を

導

入

す

る

考

え

は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高
め
る
手
段
と
し
て

　

導

入

も

検

討

し

て

い

き

た

い

不

動

産

鑑

定

評

価

書

　

評
価
算
定
の
判
断
理
由
等
の
明
記
を

説

明

責

任

を

果

た

せ

る

よ

う

　

不

動

産

鑑

定

士

と

相

談

し

て

い

く

平 和 島 競 走 事 業
保守点検等の値下げ交渉は
　ど う な っ て い る の か

施 設 改 善 も 含 め

施設会社と協議していく

高
野　

政
男
議
員︵
市
政
︶　

防
災

体
制
に
関
し
て
、
本
市
で
は
、
消

防
団
や
女
性
防
火
の
会
、
自
主
防

災
組
織
等
の
組
織
が
、
団
員
確
保

な
ど
の
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、
郷
土
府
中
を
自
分
た
ち
で
守

る
た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
地
域
力
を
総
合
し
て

の
更
な
る
防
災
力
の
向
上
の
た
め
、

自
主
防
災
組
織
や
公
会
堂
に
支
給

さ
れ
て
い
る
災
害
時
に
必
要
な
用

具
を
、
よ
り
身
近
な
小
地
域
に
配

置
で
き
る
よ
う
、
助
成
や
支
援
を

含
め
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
、
老
人
会
や
様

々
な
趣
味
の
会
等
を
通
じ
て
情
報

を
把
握
し
、
活
用
で
き
れ
ば
更
に

充
実
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

同
事
業
は
、
要

援
護
者
の
居
住
す
る
地
域
に
お
い

て
、
よ
り
多
く
の
支
援
者
を
必
要

と
す
る
た
め
、
各
地
域
の
情
報
を

把
握
し
て
い
る
元
気
な
老
人
会
の

会
員
や
、
市
民
の
会
の
方
々
は
大

変
重
要
な
支
援
者
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

手
塚　

歳
久
議
員
︵
市
フ
ォ
︶　

ダ

ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
が
撤
去
さ
れ
て
３

週
間
が
経
過
し
た
が
、
ダ
ス
ト
ボ

ッ
ク
ス
置
場
の
跡
地
整
備
は
ど
の

よ
う
に
実
施
す
る
考
え
か
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

民
有
地

や
公
共
施
設
の
置
場
に
つ
い
て
は
、

原
状
復
帰
工
事
が
必
要
で
あ
り
、

平
成
22
年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

跡
地
へ
の
不
法
投
棄
対
策

を
徹
底
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど

の
よ
う
に
処
理
し
て
い
く
考
え
か
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

当
面
は
、

市
民
か
ら
の
通
報
、
パ
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
り
監
視
体
制
を
強
化
し
、

不
法
投
棄
が
あ
っ
た
際
は
速
や
か

に
収
集
し
環
境
美
化
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
跡
地
に
つ

い
て
は
、
所
管
の
部
課
長
等
で
組

織
し
た
不
法
投
棄
防
止
等
対
策
本

部
で
検
討
し
、
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

そ
の
他
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
土
地
所

有
者
等
と
連
携
を
図

り
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

他

四
谷
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
●

学
級

閉
鎖
等
へ
の
対
応
に

つ
い
て

鈴
木　

錦
治
議
員︵
市
政
︶　

市
で

は
、
平
成
17
年
に
、﹁
50
年
先
に

も
府
中
市
に
農
地
・
農
業
を
残
す
﹂

こ
と
を
目
的
に
、
市
農
業
振
興
計

画
を
策
定
し
、
認
定
農
業
者
制
度

の
導
入
な
ど
、
様
々
な
事
業
展
開

を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
農
地
、

農
家
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
同

計
画
の
推
進
は
早
急
に
図
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

同
計
画
を
推
進
し
て
い
く
考
え
か
。

市
民
生
活
部
長　

農
地
を
残
す
努

力
を
続
け
る
と
と
も
に
、
先
進
市

で
も
取
組
の
あ
る
農
業
公
園
の
検

討
を
進
め
る
。
ま
た
、
関
係
課
長

で
構
成
す
る
検
討
協
議
会
を
設
置

し
、
22
年
度
中
に
、
事
業
実
施
計

画
策
定
の
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　

認
定
農
業
者
へ
の
今
後
の

支
援
は
、
同
計
画
で
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

認
定
農
業
者
が

作
成
す
る
経
営
改
善
計
画
が
達
成

で
き
る
よ
う
、
市
や
東
京
都
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
関
係
部
署

か
ら
な
る
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

村
崎　

啓
二
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

本
市

は
、
平
成
21
年
度
に
緊
急
経
済
対

策
、
地
域
活
性
化
の
一
策
と
し
て
、

﹁
ふ
ち
ゅ
う
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
商
品
券
﹂

の
発
行
を
支
援
し
、
市
民
や
事
業

者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
通
貨
と
し
て
市

内
共
通
商
品
券
を
通
年
的
に
発
行
、

あ
る
い
は
発
行
支
援
す
る
場
合
の

課
題
等
を
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

市
内
共
通
商
品

券
を
通
年
的
な
事
業
と
し
た
場
合
、

利
用
者
範
囲
の
拡
大
が
期
待
で
き

る
一
方
、
偽
造
問
題
等
の
課
題
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
、
む
さ

し
府
中
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
民
と
の
協
働
を
進
め
る

視
点
か
ら
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
ポ
イ
ン
ト
制
を
含
め

た
地
域
通
貨
を
導
入
す
る
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　

市
民
と
の
協
働

を
推
進
す
る
た
め
、庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
そ
の
中

で
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を

高
め
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
地

域
通
貨
の
導
入
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

杉
村　

康
之
議
員
︵
市
フ
ォ
︶　

あ

る
団
地
に
お
い
て
、
建
替
え
の
際

に
規
制
さ
れ
る
容
積
・
建
ぺ
い
率

と
不
動
産
鑑
定
評
価
上
の
そ
れ
と

が
違
っ
た
。
見
方
に
よ
っ
て
は
行

政
に
都
合
が
よ
い
現
状
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
都
市
計
画
上
の
﹁
一

団
地
の
住
宅
施
設
﹂
は
、
不
動
産

鑑
定
評
価
基
準
で
い
う
行
政
的
要

因
に
当
た
る
か
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
に
影
響

を
与
え
る
か
。

税
務
管
財
部
長　

﹁
一
団
地
の
住

宅
施
設
﹂
は
、
該
当
す
る
団
地
に

限
っ
て
個
別
に
影
響
を
与
え
る
要

素
で
あ
る
た
め
、
個
別
的
要
因
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
固
定
資
産
税
の
評
価
に
影
響

は
し
な
い
。

議
員　

今
、
答
弁
さ
れ
た
こ
と
は

鑑
定
評
価
書
を
見
て
も
全
く
わ
か

ら
な
い
。
評
価
額
算
定
の
判
断
理

由
等
を
明
記
す
る
よ
う
に
鑑
定
士

を
指
導
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
が
ど
う
か
。

税
務
管
財
部
長　

説
明
責
任
を
果

た
せ
る
不
動
産
鑑
定
評
価
書
が
望

ま
れ
る
た
め
、
専
門
家
で
あ
る
不

動
産
鑑
定
士
と
相
談
し
て
い
き

た
い
。

村
井　

浩
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

平
和
島

競
走
事
業
に
関
し
て
、
平
成
15
年

度
か
ら
20
年
度
を
見
る
と
本
市
の

収
益
金
と
し
て
の
繰

出
金
総
額
が
約
71
億

円
に
対
し
て
、
日
本

財
団
等
へ
の
法
定
交

付
金
は
約
１
７
０
億

円
、
日
本
ト
ー
タ
ー

株
式
会
社
に
は
約

40
億
円
、
施
設
会
社

で
あ
る
京
急
開
発
株

式
会
社
に
は
約
１
４

２
億
円
を
支
払
っ
て

い
る
。
本
市
が
得
る
配
分
を
考
え

る
と
競
走
事
業
が
だ
れ
の
利
益
の

た
め
に
あ
る
の
か
疑
問
に
思
う
。

　

そ
こ
で
、
機
械
な
ど
の
保
守
点

検
等
に
か
か
わ
る
支
出
金
の
値
下

げ
交
渉
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
知
り
た
い
。

事
業
部
長　

支
出
金
の
値
下
げ
に

つ
い
て
は
、
施
設
改
善
も
含
め
競

艇
場
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

施
設
会
社
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員　

売
上
げ
が
低
迷
し
て
い
る

中
、
従
事
員
の
雇
用
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

事
業
部
長　

安
定
的
に
収
益
が
確

　▲市民農業大学

保
で
き
る
よ
う
、
売
上
げ
の
向
上

や
来
場
促
進
に
努
め
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
事
員
の
生
活
を
守

り
安
定
的
な
雇
用
の
場
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

企業の施設など社会的資源
　活用について指針を持つ考えは

市民ニーズとの整合を図り
　有益性のあるものを検討していく

田
中　

愼
一
議
員︵
公
明
︶　

市
内

に
は
多
様
な
企
業
等
の
諸
施
設
が

数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
非
常
に
有
効
な
社

会
的
資
源
で
あ
り
、
施
設
等
の
積

極
的
な
活
用
策
を
検
討
し
、
強
力

に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
民
間
施
設
の

市
民
へ
の
開
放
や
施
策
の
展
開
に

つ
い
て
、
市
の
現
状
を
聞
き
た
い
。

市
長　

第
５
次
府
中
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
は
、
大
学
、
企

業
等
の
地
域
貢
献
活
動
の
促
進
を

掲
げ
て
お
り
、
市
内
の
企
業
が
市

民
を
対
象
と
し
た
講
座
や
教
室
等

を
開
催
す
る
際
は
、
企
業
等
が
所

有
す
る
諸
施
設
を
使
用
し
て
い
る
。

議
員　

市
内
の
企
業
等
の
施
設
な

ど
社
会
的
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
指
針
等
を
持
つ
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

政
策
総
務
部
長　

企
業
と
の
連
携

に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
明
確
な

指
針
は
な
い
。
今
後
、
企
業
等
の

社
会
的
な
貢
献
活
動
と
市
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
や
行
政
に
と
っ
て
有

益
性
の
あ
る
も
の
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　▲跡地への不法投棄対策の徹底を

　▲平和島競艇場


